






研究目的 

未熟児網膜症の成因,病態に関する研究はいわゆる epidemic な時代に夥しい臨床的,実験

的研究が行われ,その基本的病態は明らかにされた。しかし,医学的にも社会的にも最も問

題となる重症網膜症と,その瘢痕化による網膜襞,網膜剥離の起こる機序は,動物実験モデ

ルができ難いこともあり解明されずに現在に至っている。最近のように極小未熟児の生育

率の向上により,増加が予想される重症網膜症に関する臨床的,基礎的研究は,今後益々重

要となることは疑いもない。著者らは動物実験により,昭和 58年度においては網膜血管発

達を導く網膜組織の未熟性とその代謝状態が,網膜症の重症化に影響を与えるかについて

検討し,昭和59年度には網膜血管拡張がROPの重症化に影響をもたらすかについて検討し,

それぞれの結果を報告した。本年度は,動物実験ではでき難い網膜襞,網膜剥離の機序の解

明を目的として,ヒト胎児眼について網膜・硝子体の発達期の特性について,組織化学的,

電子顕微鏡的検索を施行し,網膜症におけるグリア系細胞の関与についても検討を行った。 


